
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

施設の管理・運営

就学前の児童を保護者等の様々な理由により保育できない保護者等

事業名

基本施策

456

伊賀市　事務事業評価シート

保育所管理運営事業

8

保育園入園児童数

正規職員     （人） 30
活動指標 単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

細目
細々目

101

保育にかける児童の保育と保護者の子育てと就労の両立を支援する

成果（どうなるのか）

01
保育所管理運営事業
保育所管理運営事業

青山支所　健康福祉課

59,576 26,860

H17 H18（予算）

16

H19（予算）

4必要性
平成１６年度・平成１７年度共に定員以上の入園児童の保育を行っており、市民より保育申請の要望も多く
いただいているが、保育士の確保ができない状況が続いている。今後は施設の充実と合わせ保育士の確
保に向けた取り組みが必要である

52,788

共済費・賃金
給食賄材料

効率性

本
年
度
事
業
内
容

保護者の委託を受けて保育に欠ける乳児又は幼児を保育するために保育計画に基づき保育の実施と、通園バスによる園児の送迎付き添い。

17

伊賀市保育所条例運営主体

評
価

支所管内の「さくら保育園」は、旧青山町内で５園の保育所を地域の過疎化や園児数の減少から保育運営や保育内容に支障きたすことから平成１
５年度から「さくら保育園」に統合し現在に至っているが、統合により遠距離通園となった地域については、通園バスの運行を行い、これと同時に未
満時保育や延長保育を実施と、近くに建設の子育て支援センターとの連携を図り総合的な児童福祉の充実を図る。又、冷房施設が未設置の保育
室もあり改修の必要がある。

指標設定の考え方

年度当初入園児童数
――――――――――――
条例施行規則定めた定員数

％

目標

事業の目的の成果を測る指標

保育園定員に対しての入園児童数

16,833 16,833

521 731 731

122,400 115,200 216,000

31,899

9,296 9,296
175,188

8,439
174,776 242,860

32,716
11,929

目標値

人

H17 H18 H19
実績値

190

190

190

203 208

人 190

107
109

単位 H17

Ａ

総合評価
4
4
4

有効性
達成度

子どもを産み育てやすい環境を作る

01
03
04
04

会計
款
項
目

一般会計
民生費
児童福祉費
保育所費

名            称コードコード 名               称

100

100

H18（目標）

目標

H19（目標）

175,188 174,776 242,860

52-3228奥田　充法 連絡先

保育園定員


